
第１回教育大綱普及推進研究部会要旨 

・日時 令和３年６月３日午後 6時 30分より 

◇協議事項 

(1) 目的の再確認（塩川課長補佐説明） 

(2) 議論の焦点について（教育長説明） 

質問・意見 【森泉委員】中間答申に出した会染児童センターを保育園として活用する

という案には町民数名から反対意見を直接お聞きした。現在の保育園施設

を改修して使用すれば良いのではないかという声もいただいている。 

私自身も保育園と小学校との接続は、近くにあることが理想ではあるが、

同じ町内にあれば十分連携が出来ると考える。町民の批判をきちんと受け

止め検討していきたい。 

【教育長】中間答申へのご意見は反対がほとんどであり、ともに良い環境

を考えて行きましょうと前向きなご意見であった。感心が高まったとも言

える。森泉委員のご意見の通り会染保育園の建設場所について良いご提案

をいただきたい。 

中間答申を出す際財政難が大前提にあり、既存施設活用を考えたが、財

政が回復するまで待ち拙速に進めないで欲しいとの希望も多かった。 

保小の接続について昨年度１年間子ども達の交流の様子をみると、離れ

ていても思ったより交流が可能であると感じた。距離が近いことよりも保

育の環境自体を改善することを前提に良い案をご提案いただきたい。 

【荻窪委員】中間答申での会染児童センター活用への反対意見も大切に受

け止めるべきである。平成 27 年度の建設検討委員会での結論をそのまま

にしてしまったのは大人の責任である。そこで昨年度の検討で１歩進んだ

と考え、もう少し（環境改善を）待てるとのご意見であれば、既存施設活

用か新築かというのは大人の都合であり、それは別として新しいメンバー

で良い方向を出していけば良い。池田保育園を作るときに町民との議論は

無く、設計の際池田の木を使おうとの話も出たが鉄骨で建築する案となり、

そこで大北森林組合から提案し池田の木を使うことになった。 

もっと町の皆さんから意見を頂き良い施設を作っていくということを、

この部会がリーダーシップを取り進めていけば良いものが出来る。議論を

１年間進めていきましょう。 

【教育長】町民からも今後 10 年、20 年と愛され続けられる施設となって

欲しいと意見をいただいた。荻窪委員の意見にある通り池田町らしい施設

となるよう議論を進めていただきたい。 

【塩川課長補佐】今年度から新たに入った委員もあるため、会染保育園の

現在地はハザードマップ上浸水想定が深いこと、会染保育園建設検討委員

会議論の経過について説明。 

 



【山本委員】会染保育園建設検討委員会の経過等への質問で、議員から反

対に合った後、ではどうしていこうとの議論は無かったのか。 

現在の施設はどんな所が老朽化していて問題なのか。 

【塩川課長補佐】町から会染保育園は新築ではなく大規模改修をしたいと

意見を出したところ議会から反対が合ったため、建設検討委員会に諮問を

し、方向性について議論をいただいた。新築を望む答申に対し、少子化が

進む中、池田保育園のように多額な費用をかけて行うことが出来なかった

という町側の事情がある。 

現在の施設の老朽化している箇所について説明。 

【丸山会染保育園長】外観は屋根、壁など傷んできている。ボイラーは心

配ではあるが、旧池田北保育園にある部品を故障した時に備え持ってくれ

ばどうかと業者から提案をいただいている。 

雨漏りについては強風の時など起こる。寒さについては昨年度ブルーヒ

ーターを数台入れ改善されてきている。普段の生活に支障は無いが老朽化

は進んでいくので今後の見通しはたてながら維持していかれるようにした

い。 

【竹内委員】条件がはっきりわからないと議論がしにくい。現在の施設を

少額の費用で改修しつつ維持出来るのはいつまでか。 

ハザードマップ上この場所には建設が出来ないとのことなのか。町で新

設するならばどの位お金が出せるのか。それを示していただいた上で議論

をした方が良い。但し、それを乗り越えた上で若い世代を呼び込むために

こういう施策を進めるのだ、ということがあればまた別である。 

出されているだけの意見だけにとらわれて方向性を変えるのではなく、

総合的情報を得て議論していくようにしたい。 

【教育長】竹内委員のご意見の通りこの情報だけでは議論しにくいという

ことはあると思う。教育委員会のビジョンとしては、会染保育園児の環境

を良くしたいということ。また会染地区に保育園を残すことにより、若い

世代の移住を進めるということがある。少子化は進んでいるが、まだ統合

する規模では無いと考える。そのことを前提として欲しい。 

委員の皆様には議論を進めるためにこういう資料が欲しいとご提案いた

だきたい。最終答申にはこれ以上先延ばしにはしないよう具体的なものに

していきたい。また現在の施設を数年持たせるために必要な手立てを打て

るよう専門家に意見を聞いていきたい。 

【田中委員】私も会染保育園を卒園しているが、その当時と変わってはい

ない。池田保育園とも差がある。例えば送迎の際も池田保育園は駐車場が

建物前にあり直ぐ入り口から入れるが会染保育園は駐車場から遠い。それ

は多くの保護者が感じていると思う。中間答申への意見ももっと保護者か

ら聞いて欲しい。また、平成 27 年度の会染保育園建設検討委員会での答申

後建設等に向けて積み立ては行ってこなかったのか。 



【寺嶋課長】積み立てをするにははっきりとした目的が無いと出来ない。

会染保育園建設検討委員会での新築を望む答申に対し、少子化と財政状況

により実現出来なかったという事情である。そのまま数年経過してしまい、

現在のこのように議論することになったとの経過があるのでご承知いただ

きたい。 

【田中委員】中間答申で出された会染児童センターでは、一番県道が近い

ことが危険であると感じた。2011 年 7 月に上田市で乗用車が保育園に突っ

込む交通事故があり、園児 6 名も怪我をした。安曇野市保育園の建設場所

を調べたところ、県道沿いにあるのは明科北保育園のみであり、そこも保

育園への入り口はさほど交通量が多くない。会染児童センターは交通量が

多い県道沿いにあり大変危険である。安全を最優先にして欲しい。また現

在災害時の避難場所になっており、その点からも環境改善はそんなに待て

ないのではないか。また質問として池田保育園建設にはどの位費用が掛か

ったのか。 

【塩川課長補佐】敷地等も合わせて 6 億ほどである。 

【教育長】他市町村の状況等もお知らせいただき感謝申し上げる。事務局

しては委員の皆さんから情報をいただくとともに、このような情報を調べ

て欲しいとのご意見をいただき積極的に議論に活かしていきたい。 

 またハザードマップ上浸水が深く想定される場所であることは中間答申

へのご意見でも出されており、その点からも県道の東側への建設を望みま

す。 

―主課題２ 保小接続について― 

【笠井委員】池田・会染保育園それぞれから小学校へ散歩に出掛けたり、

小学校教職員と保小中 15 年プランの議論等により情報交換、交流は進ん

でいる。 

【葭本委員】離れていても接続が可能かという点について、距離は近い方

がやりやすくはなるが、教職員の気持ち次第で交流は進むと思う。 

【大厩委員】検討にあたり、客観的なデーターの情報収集が必要である。 

また以前から池田地区と会染地区の住民は二分されていると感じるところ

がある。地域で共に子育てをするという意識を持ちたいと思う。 

また建設地を新たに選定する場合、安全ということは最優先に考えて行

く必要があると考える。 

【丸山学校支援コーディネーター】財政状況が厳しいので会染児童センタ

ー活用を検討するなど、使える予算により方向性が左右されてしまう。理

想を掲げることだけに終わらないように、実施可能な方策は何か、具体的

に手順を踏んで検討する必要がある。まず建設候補地を委員が現地を見て

確認することが必要である。 

候補地を選定するにあたり、二つの方向性が考えられる。一つは園外に

出て保育をする際に魅力的な場所であること。もう一つは小学校の側にあ



り普段から教職員同士交流が出来ることである。 

ハザードマップを重要視することもわかるが、千年に一度の地図を見る

と、浸水区域ばかりで安全な所が少ない。 

また費用を捻出する策を考えることも大事である。旧池田北保育園や移

転した後に会染保育園敷地を宅地化して売却する、田の代替地にする等検

討していけばどうか。 

【教育長】丸山委員の意見の通り場所を選定して現実的な議論をすること

が必要である。会染地区の南部の方にとってはあまり北に建設されては不

便だとの声もあるので多方面から検討する必要がある。 

(3) 中間答申へいただいたご意見及び意見者との懇談内容について（塩川課長補佐説明） 

補足 【教育長】懇談では資金を積み立てる、資金を作る工夫をしてより良い施

設を作って欲しいとの積極的な意見が多かった。この部会でも資金を作る

方策も検討していきたい。 

【塩川課長補佐】荻窪委員から、県産材を使用すれば補助が出るともご提

案いただいたので補足させていただく。 

(4) 現在の会染保育園施設維持に必要な改修について（説明省略） 

(5) 人口推計の最新データについて（塩川課長補佐説明） 

(6)  部会スケジュールについて（塩川課長補佐説明） 

全体を通し

て意見 

【森泉委員】(1)①の少子化対策について、幸せに暮らして入れば人は自然

に集まってくると考えるため、このことは前面的に出さず、③の教育大綱

（保小中 15 年プラン）に掲げる目標の実現と一緒にするよう検討された

い。 

【荻窪委員】昨年度の検討を改め新しい方向性を示していくなら、実現は

いつ行うのか確認されたい。 

また新しい施設を作るなら、日本一の物を作るという明確なビジョンを

持ち町内外にアピールしていきたい。そうしたら移住を促すことにつなが

ると思う。 

【教育長】より良い場所に最善の施設を作るというビジョンも最終答申に

盛り込んでいきたい。 

【寺嶋課長】会染小学校の大規模改修を令和 7年度から実施をする予定で

いるので、その事業と調整しながら町の財政の中長期計画である実施計画

に入れるようにしたい。 

◇ 今後の進め方について 

    次回は本日の協議したことを土台に具体的な数値を出来るだけ示すようにしたい。 


